
 

事例集の配布（10月）
（県・及び関係者他）

県内対象交流・研修会
※2022年2月26日：梅園の里）

訪問型コンサルティング・研修会
（2021年10月～1月頃：中津市・別府市・玖珠町・他）

2022年度
以降取組

Ｑ＆Ａ資料の増刷
事例集の増刷

2021年度県補助事業「地域とともにある学校づくり推進事業」に係るフローチャート

～「教育の協働」推進のための資料作成・研修会の開催～

事業１：５つの課題についての教職員の意識や取組事例を収集して事例集を作成する。
　学校運営協議会が関わっている４つの課題と地域学校協働本部の１つの課題
  ①教職員の働き改革への対応　②地域（社会）に開かれた教育課程の作成への対応　③子どものいじめ・不登校への対応
　④コロナ渦の中での教職員の業務の肥大化への対応　⑤コーディネーターの一定エリア内のネットワーク化・組織化
事業２：事例集を基にして市町村教育委員会・各種団体・機関等との協働を図りながら研修会を行う。
　①全県的な実践者を対象にした交流・研修を実施する。
　②３市町教育委員会（中津市・別府市・玖珠町）等と協働（個別の希望を含む）への訪問型コンサルティング・研修を実施する。

2021年度
本事業の
フロー

要請に応じた訪問型コンサルティング・研修
（教育委員会、コミュニティ･スクール、地域学校協働本部）

　「学校教育の現代的課題に対応する学校運営協議会・コーディネーターの活動事例集」を作成
　①調査内容の集約・考察を行い冊子を作成→印刷・製本（９月末まで）
　②訪問研修市町村教育委員会や学校等の確定→（９月末まで）
　③交流・研修会用のアンケート様式の作成

　　　　　　　　　　　　　　教職員の意識や県内・県外の事例収集（図参照）
　①文科省事業のＣＳマイスター・コンサルタント、当法人関係者等への情報提供依頼（６月下旬～）
　②対象市町村教育委員会や学校等への聞き取り調査（～８月中旬）

事業報告書の作成（提出：事業終了は３月10日）


